
国
内
外
か
ら
港
区
を
訪
れ
る
方
々
に
区
の

魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
区
内
ホ
テ
ル
を
中

心
に
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
、
区
の
施
設
な
ど
に
配
置
し
、
区
内
観

光
の
周
遊
に
つ
な
げ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
い
ま

す
。港

区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
に
よ
る
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー

今
年
は
鉄
道
開
業
1
5
0
年
を
記
念
し
た

２
つ
の
ツ
ア
ー
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
10
月

15
日
に
開
催
さ
れ
た
「
鉄
道
の
大
本
山
は
港

区
ツ
ア
ー
」。
新
橋
駅
、
品
川
駅
の
ほ
か
、
一

昨
年
誕
生
し
た
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
に
焦

点
を
当
て
、
鉄
道
に
ち
な
ん
だ
場
所
を
巡
り

ま
し
た
。
な
お
こ
の
ツ
ア
ー
は
11
月
18
日
と

12
月
２
日
に
も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

も
う
１
つ
の
ツ
ア
ー
は
10
月
20
日
に
開
催
さ

れ
た
「
鉄
道
開
業
1
5
0
年
記
念 

新
橋
周
辺

の
史
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
」。
1
5
0
年
前
に
駅
が

誕
生
し
た
新
橋
周
辺
を
歩
き
、「
旧
新
橋
停
車

場 

鉄
道
歴
史
展
示
室
」
の
ほ
か
、
江
戸
の
名
残

を
留
め
る
史
跡
や
神
社
な
ど
を
訪
ね
ま
し
た
。

広
報
番
組
や
広
報
紙
で
の

積
極
的
な
情
報
発
信

港
区
広
報
番
組
「
こ
ん
に
ち
は
港
区
長
で

す
」
の
９
月
放
送
で
は
、
新
橋
を
中
心
と
し
た

「
J
R
山
手
線
A
D
ト
レ
イ
ン
」
を
実
施

し
て
い
る
期
間
中
は
、
港
区
内
の
J
R
線
５

駅
（
品
川
、
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
、
田
町
、

浜
松
町
、
新
橋
）
に
「
港
区
で
感
じ
る
鉄
道

開
業
1
5
0
年
」
と
題
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲

出
し
、「
鉄
道
発
祥
の
地 

港
区
」
を
重
ね
て

P
R
し
ま
し
た
。

区
内
観
光
の
周
遊
に
つ
な
げ
る

鉄
道
関
連
情
報
冊
子
を
発
行

10
月
中
旬
か
ら
は
、
鉄
道
の
歴
史
や
港
区

内
に
あ
る
鉄
道
関
連
施
設
の
情
報
、
ま
ち
歩

き
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
、
港
区
内
の
シ
ョ
ッ
プ
情

報
な
ど
を
掲
載
し
た
マ
ッ
プ
付
き
鉄
道
関
連

情
報
冊
子
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

地
元
町
会
長
や
商
店
会
長
の
み
な
さ
ん
と
、
約

50
年
前
の
写
真
と
と
も
に
新
橋
駅
周
辺
の
歴

史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
鉄
道
開
業
1
0
0

年
の
記
念
に
設
置
さ
れ
た
S
L
の
搬
入
す
る
際

の
貴
重
な
裏
話
、「
新
橋
」
の
名
前
の
由
来
等

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
番
組
の
12
月

放
送
で
は
、
後
述
の
港
区
立
郷
土
歴
史
館
の
特

別
展
や
「
新
橋
S
L
広
場
鉄
道
フ
ェ
ス
タ
」
の

様
子
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

広
報
紙
「
広
報
み
な
と
」
で
は
、
８
月
以

降
の
毎
月
21
日
号
に
「
鉄
道
開
業
1
5
0
年 

港
区
と
鉄
道
の
夜
明
け
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る
他
、
10
月
１
日

号
で
は
鉄
道
開
業
1
5
0
年
「
鉄
道
発
祥
の

地 

港
区
」
を
P
R
す
る
た
め
、
１
面
と
見

開
き
ペ
ー
ジ
の
特
集
で
区
民
に
周
知
し
ま
し

た
。大

井
競
馬
場
内
の
大
型
ビ
ジ
ョ

ン
や
テ
レ
ビ
番
組
で
も
P
R

東
京
シ
テ
ィ
競
馬
（
大
井
競
馬
）
の
東
京

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ウ
イ
ー
ク
で
、
10
月
７
日

の
第
７
レ
ー
ス
を
港
区
長
賞
「
鉄
道
開
業

1
5
0
年
　
鉄
道
発
祥
地
港
区
賞
」
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
レ
ー
ス
直
前
に
は
、
区
長

が
鉄
道
と
歩
ん
だ
港
区
の
歴
史
を
錦
絵
や
写

真
で
紹
介
し
た
動
画
を
競
馬
場
内
の
大
型
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
で
放
映
し
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
８
日
に
放
送
さ
れ
たT

O
K
Y
O

 

M
X

の
「
ぐ
る
り
東
京
　
江
戸
散
歩
」
の

「
区
長
に
き
き
た
い
！
東
京
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ

フ
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
区
長
が
鉄
道
に
関
連

す
る
区
内
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
「
旧

新
橋
停
車
場
」
と
「
新
橋
S
L
広
場
」
を
紹

介
し
、
港
区
の
魅
力
を
P
R
し
ま
し
た
。

「JR山手線A
ア
D
ド
トレイン」のドア横ポスター

「東京メトロポリタンウィーク」の PR動画
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明
治
５
年
、
日
本
初
の
鉄
道
が

港
区
・
新
橋
と
横
浜
間
に
開
通

今
か
ら
1
5
0
年
前
の
明
治
５
（
1
8
7
2
）

年
10
月
14
日
、
新
橋
と
横
浜
の
間
を
結
ぶ
日

本
初
の
鉄
道
が
開
業
し
、
こ
れ
ま
で
徒
歩
で

丸
一
日
か
か
っ
て
い
た
約
29
㎞
の
距
離
を
約

53
分
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
開
業
日
に
催
さ
れ

た
開
業
式
は
政
府
高
官
や
外
国
の
要
人
な
ど

を
招
い
た
盛
大
な
も
の
で
、
花
火
が
上
が

り
、
山
車
が
練
り
歩
き
、
多
く
の
見
物
客
で

賑
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
開
業
式
の
様
子

は
、
錦
絵
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
新
橋
駅
は
現
在
よ
り
東
の
汐
留
地

区
に
あ
り
、
開
業
時
は
新
橋
停
車
場
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
駅
舎
は
関
東
大
震
災

な
ど
の
被
害
に
よ
り
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
発

知
し
ま
し
た
。

加
え
て
港
区
内
に
あ
る
観
光
施
設
の
紹
介

も
盛
り
込
み
、
港
区
へ
観
光
で
訪
れ
る
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
も
取
組
の
目
的
と
な
っ
て

い
ま
す
。

広
告
貸
切
列
車
と
駅
ポ
ス
タ
ー

で
「
鉄
道
発
祥
の
地 

港
区
」

を
P
R

港
区
で
は
、
50
編
成
あ
る
J
R
山
手
線
の

う
ち
、
１
編
成
の
車
両
す
べ
て
の
車
内
広
告

を
港
区
が
独
占
す
る
広
告
貸
切
列
車
の

「
J
R
山
手
線
Aア

Dド

ト
レ
イ
ン
」
を
10
月
２

日
か
ら
16
日
ま
で
の
15
日
間
走
ら
せ
、
記
念

す
べ
き
「
鉄
道
の
日
」
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。ド

ア
横
ポ
ス
タ
ー
や
中
づ
り
ポ
ス
タ
ー
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
映
像
表
示
装
置
）

な
ど
の
媒
体
に
「
鉄
道
発
祥
の
地 

港
区
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
、
鉄
道
開
業
式
や

開
業
当
時
の
蒸
気
機
関
車
を
描
い
た
錦
絵
、

昔
の
新
橋
駅
の
写
真
な
ど
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、「
鉄
道
発
祥
の
地 
港
区
」
を
広
く
周

掘
調
査
に
よ
り
駅
舎
の
基
礎
や
ホ
ー
ム
の
遺

構
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
平
成
15

（
2
0
0
3
）
年
、
当
時
の
外
観
を
忠
実
に

再
現
し
た
旧
新
橋
停
車
場
が
再
建
さ
れ
ま
し

た
。
館
内
の
「
旧
新
橋
停
車
場 

鉄
道
歴
史

展
示
室
」
で
、
発
掘
さ
れ
た
遺
物
や
建
物
の

遺
構
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

 

10
月
14
日「
鉄
道
の
日
」を
盛
り
上
げ
る
港
区
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

令
和
４
年
は
、
港
区
・
新
橋
と
横
浜
間
を
結
ぶ
日
本
初
の
鉄
道
が
開
業
し
て
か
ら
1
5
0
年
の
節
目
の
年
で
す
。

港
区
で
は
、
こ
れ
を
区
の
魅
力
を
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
地
元
町
会
や
商
店
会
、
鉄
道
事
業
者
、
全
国

各
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
鉄
道
発
祥
の
地 

港
区
」
の
魅
力
を
あ
ら
ゆ
る
機
会
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

旧新橋停車場（外観写真）

「JR 山手線 A
ア
D
ド

トレイン」

■旧新橋停車場 鉄道歴史展示室
住所：東京都港区東新橋１- ５- ３
開館時間：10〜17時（入館は閉館15分前まで）
休館日：月曜（祝祭日の場合は開館し、翌火曜休館）
入館料：無料

鉄
道
開
業
1
5
0
年
×
鉄
道
発
祥
の
地 

港
区
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国
内
外
か
ら
港
区
を
訪
れ
る
方
々
に
区
の

魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
区
内
ホ
テ
ル
を
中

心
に
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
、
区
の
施
設
な
ど
に
配
置
し
、
区
内
観

光
の
周
遊
に
つ
な
げ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
い
ま

す
。港

区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
に
よ
る
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー

今
年
は
鉄
道
開
業
1
5
0
年
を
記
念
し
た

２
つ
の
ツ
ア
ー
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
10
月

15
日
に
開
催
さ
れ
た
「
鉄
道
の
大
本
山
は
港

区
ツ
ア
ー
」。
新
橋
駅
、
品
川
駅
の
ほ
か
、
一

昨
年
誕
生
し
た
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
に
焦

点
を
当
て
、
鉄
道
に
ち
な
ん
だ
場
所
を
巡
り

ま
し
た
。
な
お
こ
の
ツ
ア
ー
は
11
月
18
日
と

12
月
２
日
に
も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

も
う
１
つ
の
ツ
ア
ー
は
10
月
20
日
に
開
催
さ

れ
た
「
鉄
道
開
業
1
5
0
年
記
念 
新
橋
周
辺

の
史
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
」。
1
5
0
年
前
に
駅
が

誕
生
し
た
新
橋
周
辺
を
歩
き
、「
旧
新
橋
停
車

場 

鉄
道
歴
史
展
示
室
」
の
ほ
か
、
江
戸
の
名
残

を
留
め
る
史
跡
や
神
社
な
ど
を
訪
ね
ま
し
た
。

広
報
番
組
や
広
報
紙
で
の

積
極
的
な
情
報
発
信

港
区
広
報
番
組
「
こ
ん
に
ち
は
港
区
長
で

す
」
の
９
月
放
送
で
は
、
新
橋
を
中
心
と
し
た

「
J
R
山
手
線
A
D
ト
レ
イ
ン
」
を
実
施

し
て
い
る
期
間
中
は
、
港
区
内
の
J
R
線
５

駅
（
品
川
、
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
、
田
町
、

浜
松
町
、
新
橋
）
に
「
港
区
で
感
じ
る
鉄
道

開
業
1
5
0
年
」
と
題
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲

出
し
、「
鉄
道
発
祥
の
地 

港
区
」
を
重
ね
て

P
R
し
ま
し
た
。

区
内
観
光
の
周
遊
に
つ
な
げ
る

鉄
道
関
連
情
報
冊
子
を
発
行

10
月
中
旬
か
ら
は
、
鉄
道
の
歴
史
や
港
区

内
に
あ
る
鉄
道
関
連
施
設
の
情
報
、
ま
ち
歩

き
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
、
港
区
内
の
シ
ョ
ッ
プ
情

報
な
ど
を
掲
載
し
た
マ
ッ
プ
付
き
鉄
道
関
連

情
報
冊
子
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

地
元
町
会
長
や
商
店
会
長
の
み
な
さ
ん
と
、
約

50
年
前
の
写
真
と
と
も
に
新
橋
駅
周
辺
の
歴

史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
鉄
道
開
業
1
0
0

年
の
記
念
に
設
置
さ
れ
た
S
L
の
搬
入
す
る
際

の
貴
重
な
裏
話
、「
新
橋
」
の
名
前
の
由
来
等

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
番
組
の
12
月

放
送
で
は
、
後
述
の
港
区
立
郷
土
歴
史
館
の
特

別
展
や
「
新
橋
S
L
広
場
鉄
道
フ
ェ
ス
タ
」
の

様
子
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

広
報
紙
「
広
報
み
な
と
」
で
は
、
８
月
以

降
の
毎
月
21
日
号
に
「
鉄
道
開
業
1
5
0
年 

港
区
と
鉄
道
の
夜
明
け
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る
他
、
10
月
１
日

号
で
は
鉄
道
開
業
1
5
0
年
「
鉄
道
発
祥
の

地 

港
区
」
を
P
R
す
る
た
め
、
１
面
と
見

開
き
ペ
ー
ジ
の
特
集
で
区
民
に
周
知
し
ま
し

た
。大

井
競
馬
場
内
の
大
型
ビ
ジ
ョ

ン
や
テ
レ
ビ
番
組
で
も
P
R

東
京
シ
テ
ィ
競
馬
（
大
井
競
馬
）
の
東
京

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ウ
イ
ー
ク
で
、
10
月
７
日

の
第
７
レ
ー
ス
を
港
区
長
賞
「
鉄
道
開
業

1
5
0
年
　
鉄
道
発
祥
地
港
区
賞
」
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
レ
ー
ス
直
前
に
は
、
区
長

が
鉄
道
と
歩
ん
だ
港
区
の
歴
史
を
錦
絵
や
写

真
で
紹
介
し
た
動
画
を
競
馬
場
内
の
大
型
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
で
放
映
し
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
８
日
に
放
送
さ
れ
たT
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り
東
京
　
江
戸
散
歩
」
の

「
区
長
に
き
き
た
い
！
東
京
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ

フ
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
区
長
が
鉄
道
に
関
連

す
る
区
内
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
「
旧

新
橋
停
車
場
」
と
「
新
橋
S
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広
場
」
を
紹

介
し
、
港
区
の
魅
力
を
P
R
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ま
し
た
。
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連
携
自
治
体
の
力
を
活
用
し
た
地

域
の
に
ぎ
わ
い
創
出

区
有
施
設
等
を
活
用
し
た
取
組
と
し
て
、

区
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
物
販
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
、
連
携
自
治
体
の
特
産
品
販
売
や
観
光

P
R
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
区
役
所
１
階
ロ
ー

ソ
ン
で
も
特
産
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
連

携
自
治
体
の
特
産
品
販
売
は
、
10
月
19
日
か

ら
21
日
に
新
橋
S
L
広
場
で
開
催
さ
れ
た

「
全
国
交
流
物
産
展
i
n
新
橋
」
で
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

区
役
所
食
堂
と
連
携
し
た
料
理
の
提
供
で

は
、
10
月
11
日
か
ら
21
日
ま
で
、
区
役
所
11

階
の
食
堂
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ポ
ー
ト
が
連
携
自

治
体
の
特
産
食
材
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

「
鉄
道
カ
レ
ー
」
を
販
売
し
、
自
治
体
P
R

を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
町
会
や
商
店
会
、
鉄
道
事

業
者
等
と
連
携
し
て
実
施
し
た
「
新
橋
S
L

広
場
鉄
道
フ
ェ
ス
タ
」
や
「
高
輪
地
区
ま
つ

りfeat.T
akanaw

a Gatew
ay Fest2022

」

な
ど
、
連
携
自
治
体
の
力
を
活
用
し
、
地
域

の
賑
わ
い
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

観
光
P
R
動
画
等
の
放
映
と

全
国
連
携
情
報
誌
特
別
号
の
発
行

各
自
治
体
の
観
光
P
R
動
画
等
は
、
７
月

上
旬
か
ら
来
年
３
月
末
ま
で
の
期
間
、
区
有

施
設
等
に
設
置
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
で
放
映
し
て
い
ま
す
。
放
映
す
る
自

治
体
は
岡
山
県
津
山
市
、
福
島
県
喜
多
方

市
、
群
馬
県
安
中
市
、
北
海
道
旭
川
市
な
ど

約
20
カ
所
。
各
自
治
体
の
放
映
期
間
は
２
週

間
程
度
で
、
港
区
の
情
報
と
合
わ
せ
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。

ま
た
港
区
で
は
、
港
区
と
連
携
し
て
い
る

自
治
体
の
あ
る
各
地
域
の
「
食
」「
文
化
」

「
観
光
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
魅
力
」
や
区
の

「
全
国
連
携
」
に
関
す
る
取
組
を
区
内
外
に

発
信
す
る
た
め
、
全
国
連
携
情
報
誌
「
港
か

ら
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
10
月
14

日
の
鉄
道
の
日
に
合
わ
せ
て
、「
港
か
ら
」
鉄

道
開
業
1
5
0
年
特
別
号
を
発
行
し
ま
し

た
。
通
常
は
1
0
0
0
部
発
行
し
て
区
有
施

設
や
イ
ベ
ン
ト
で
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
特

別
号
は
朝
刊
折
込
み
に
よ
り
約
６
万
世
帯
に

配
布
し
ま
し
た
。
掲
載
自
治
体
は
、
高
輪
築

堤
建
設
の
立
役
者
、
偉
人
・
大
隈
重
信
が
生

ま
れ
育
っ
た
佐
賀
県
で
す
。

鉄
道
開
業
1
5
0
年
を
契
機
に

全
国
連
携
の
取
組
を
推
進

港
区
は
平
成
28
（
2
0
1
6
）
年
３
月
に

策
定
し
た
『
港
区
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
』
の
基
本
目
標
の
第
一
に
「
港

区
と
全
国
各
地
の
自
治
体
が
と
も
に
成
長
・

発
展
し
、
共
存
・
共
栄
を
図
る
」
を
掲
げ
ま

し
た
。
地
域
の
発
展
と
住
民
の
豊
か
な
生
活

の
実
現
に
向
け
、
全
国
各
地
域
と
の
連
携
を

推
進
す
る
専
管
組
織
を
設
置
し
、
自
治
体
間

の
み
な
ら
ず
、
住
民
間
、
産
業
間
な
ど
幅
広

い
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
全
国

連
携
の
取
組
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
今

年
10
月
14
日
の
鉄
道
開
業
1
5
0
年
を
契
機

に
、
鉄
道
に
ゆ
か
り
の
あ
る
全
国
各
地
域
の

自
治
体
と
の
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

港
区
が
連
携
し
て
い
る
全
国
2
5
0
を
超

え
る
自
治
体
に
鉄
道
開
業
1
5
0
年
に
係
る

取
組
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
で
の
観
光
P
R
動
画
等
の
放
映
、

全
国
連
携
情
報
誌
「
港
か
ら
」
特
別
号
の
発

行
、
区
有
施
設
等
を
活
用
し
た
物
販
の
実
施

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

 「
鉄
道
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
全
国
各
地
域
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
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S
L
を
再
塗
装

「
新
橋
S
L
広
場
鉄
道
フ
ェ
ス

タ
」J

R
新
橋
駅
日
比
谷
口
に
設
置
し
て
い
る

蒸
気
機
関
車
（
S
L
）
は
、
今
か
ら
50
年
前

の
昭
和
47
（
1
9
7
2
）
年
、
鉄
道
開
業

1
0
0
年
を
記
念
し
て
旧
国
鉄
か
ら
無
期
限

で
無
償
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。
港
区
が
管
理
し

て
い
る
こ
の
場
所
は
新
橋
S
L
広
場
と
呼
ば

れ
、
港
区
を
訪
れ
た
人
の
待
ち
合
わ
せ
場
所

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
12
時
、
15

時
、
18
時
と
、
１
日
に
３
回
鳴
る
哀
調
を
帯

び
た
本
物
の
汽
笛
音
も
人
気
で
す
。

こ
の
S
L
を
今
年
の
５
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
、
７
年
ぶ
り
に
塗
り
直
し
ま
し
た
。
再

塗
装
は
腐
食
防
止
や
修
復
の
た
め
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
鉄
道
の
日
の
10
月
14
日
と

翌
15
日
に
は
、
き
れ
い
に
な
っ
た
S
L
の
前

で
鉄
道
開
通
1
5
0
年
を
記
念
し
た
「
新
橋

S
L
広
場
鉄
道
フ
ェ
ス
タ
」
が
地
元
の
町
会

や
商
店
会
に
よ
る
実
行
委
員
会
主
催
、
後
援

港
区
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）
首
都
圏
本

部
、
東
京
消
防
庁
芝
消
防
署
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
地
元
の
小
中
学
生
に
よ
る
ダ

ン
ス
や
和
太
鼓
の
披
露
、
昔
の
新
橋
駅
の
写

真
展
示
、
港
区
連
携
自
治
体
に
よ
る
物
販
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
輪
築
堤
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

設
置
を
計
画
中

日
本
初
の
鉄
道
が
開
通
し
た
際
、
現
在
の

浜
松
町
駅
と
田
町
駅
の
間
か
ら
旧
品
川
停
車

場
ま
で
の
約
2
・
7
㎞
間
は
海
上
に
堤
を
築

き
、
そ
の
上
に
鉄
道
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
こ

の
海
上
築
堤
は
高
輪
海
岸
に
沿
っ
て
築
か
れ

た
こ
と
か
ら
高
輪
築
堤
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の

風
景
は
錦
絵
に
も
描
か
れ
て
、
文
明
開
化
の

象
徴
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
、
大
正
時
代
の
東
京
湾
の
埋
め
立
て
事
業

と
と
も
に
姿
を
消
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
時
を
経
た
平
成
31
（
2
0
1
9
）

年
、
品
川
駅
改
良
工
事
の
際
に
石
垣
の
一
部

が
発
見
さ
れ
、
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
に

は
発
掘
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
「
旧
新

橋
停
車
場
」
に
追
加
す
る
形
で
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
、
解
体
さ
れ
た
石
垣
の
一
部
は
高
輪

築
堤
の
建
設
を
英
断
し
た
大
隈
重
信
の
ふ
る

さ
と
の
佐
賀
県
立
博
物
館
に
移
設
・
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
港
区
で
は
「
鉄
道
発
祥
の
地 

港
区
」
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
出
土
さ
れ
た
石
材
の
一
部
を
「
新
橋

S
L
広
場
鉄
道
フ
ェ
ス
タ
」
で
展
示
。
今
後

は
高
輪
築
堤
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
同
広
場
に

設
置
す
る
計
画
も
進
め
て
い
ま
す
。

港
区
立
郷
土
歴
史
館
で
は

鉄
道
に
関
す
る
特
別
展
を
開
催

昭
和
13
（
1
9
3
8
）
年
に
建
設
さ
れ
た

旧
公
衆
衛
生
院
と
い
う
ゴ
シ
ッ
ク
調
の
デ
ザ

イ
ン
が
特
徴
の
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
、

港
区
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
深
く
知
り
、

交
流
す
る
拠
点
と
し
て
開
館
し
た
港
区
立
郷

土
歴
史
館
。
港
区
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
施
設
で
す
。

10
月
14
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
、
特
別
展

「
鉄
道
開
業
1
5
0
周
年
記
念 

人
物
で
み
る

日
本
の
鉄
道
開
業
」
を
開
催
中
。
日
本
初
の

鉄
道
開
業
に
つ
い
て
、
歴
史
資
料
や
出
土
遺

物
、
錦
絵
な
ど
の
資
料
と
、
大
隈
重
信
な
ど

鉄
道
開
業
に
尽
力
し
た
人
々
を
と
お
し
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。

 

歴
史
的
な
資
産
を
紹
介
す
る
こ
と
で
「
鉄
道
発
祥
の
地
」
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承■港区立郷土歴史館

住所：東京都港区白金台４- ６- ２　ゆかしの杜内
開館時間：９〜 17 時（土曜のみ 20 時まで、入館
は閉館の 30 分前まで）
休館日：第３木曜（祝日の場合は開館し、前日の水曜休館）
入館料（一般）：  常設展 300 円、特別展 400 円、

常設展・特別展セット 600 円

「東京品川海辺蒸気車鉄道之真景」
／港区立郷土歴史館所蔵

「鉄道開業 150 周年記念
人物でみる日本の鉄道開業」チラシ

「新橋 SL 広場鉄道フェスタ」
チラシ

4
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連
携
自
治
体
の
力
を
活
用
し
た
地

域
の
に
ぎ
わ
い
創
出

区
有
施
設
等
を
活
用
し
た
取
組
と
し
て
、

区
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
物
販
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
、
連
携
自
治
体
の
特
産
品
販
売
や
観
光

P
R
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
区
役
所
１
階
ロ
ー

ソ
ン
で
も
特
産
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
連

携
自
治
体
の
特
産
品
販
売
は
、
10
月
19
日
か

ら
21
日
に
新
橋
S
L
広
場
で
開
催
さ
れ
た

「
全
国
交
流
物
産
展
i
n
新
橋
」
で
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

区
役
所
食
堂
と
連
携
し
た
料
理
の
提
供
で

は
、
10
月
11
日
か
ら
21
日
ま
で
、
区
役
所
11

階
の
食
堂
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ポ
ー
ト
が
連
携
自

治
体
の
特
産
食
材
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

「
鉄
道
カ
レ
ー
」
を
販
売
し
、
自
治
体
P
R

を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
町
会
や
商
店
会
、
鉄
道
事

業
者
等
と
連
携
し
て
実
施
し
た
「
新
橋
S
L

広
場
鉄
道
フ
ェ
ス
タ
」
や
「
高
輪
地
区
ま
つ

りfeat.T
akanaw

a Gatew
ay Fest2022

」

な
ど
、
連
携
自
治
体
の
力
を
活
用
し
、
地
域

の
賑
わ
い
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

観
光
P
R
動
画
等
の
放
映
と

全
国
連
携
情
報
誌
特
別
号
の
発
行

各
自
治
体
の
観
光
P
R
動
画
等
は
、
７
月

上
旬
か
ら
来
年
３
月
末
ま
で
の
期
間
、
区
有

施
設
等
に
設
置
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
で
放
映
し
て
い
ま
す
。
放
映
す
る
自

治
体
は
岡
山
県
津
山
市
、
福
島
県
喜
多
方

市
、
群
馬
県
安
中
市
、
北
海
道
旭
川
市
な
ど

約
20
カ
所
。
各
自
治
体
の
放
映
期
間
は
２
週

間
程
度
で
、
港
区
の
情
報
と
合
わ
せ
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。

ま
た
港
区
で
は
、
港
区
と
連
携
し
て
い
る

自
治
体
の
あ
る
各
地
域
の
「
食
」「
文
化
」

「
観
光
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
魅
力
」
や
区
の

「
全
国
連
携
」
に
関
す
る
取
組
を
区
内
外
に

発
信
す
る
た
め
、
全
国
連
携
情
報
誌
「
港
か

ら
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
10
月
14

日
の
鉄
道
の
日
に
合
わ
せ
て
、「
港
か
ら
」
鉄

道
開
業
1
5
0
年
特
別
号
を
発
行
し
ま
し

た
。
通
常
は
1
0
0
0
部
発
行
し
て
区
有
施

設
や
イ
ベ
ン
ト
で
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
特

別
号
は
朝
刊
折
込
み
に
よ
り
約
６
万
世
帯
に

配
布
し
ま
し
た
。
掲
載
自
治
体
は
、
高
輪
築

堤
建
設
の
立
役
者
、
偉
人
・
大
隈
重
信
が
生

ま
れ
育
っ
た
佐
賀
県
で
す
。

鉄
道
開
業
1
5
0
年
を
契
機
に

全
国
連
携
の
取
組
を
推
進

港
区
は
平
成
28
（
2
0
1
6
）
年
３
月
に

策
定
し
た
『
港
区
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
』
の
基
本
目
標
の
第
一
に
「
港

区
と
全
国
各
地
の
自
治
体
が
と
も
に
成
長
・

発
展
し
、
共
存
・
共
栄
を
図
る
」
を
掲
げ
ま

し
た
。
地
域
の
発
展
と
住
民
の
豊
か
な
生
活

の
実
現
に
向
け
、
全
国
各
地
域
と
の
連
携
を

推
進
す
る
専
管
組
織
を
設
置
し
、
自
治
体
間

の
み
な
ら
ず
、
住
民
間
、
産
業
間
な
ど
幅
広

い
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
全
国

連
携
の
取
組
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
今

年
10
月
14
日
の
鉄
道
開
業
1
5
0
年
を
契
機

に
、
鉄
道
に
ゆ
か
り
の
あ
る
全
国
各
地
域
の

自
治
体
と
の
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

港
区
が
連
携
し
て
い
る
全
国
2
5
0
を
超

え
る
自
治
体
に
鉄
道
開
業
1
5
0
年
に
係
る

取
組
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
で
の
観
光
P
R
動
画
等
の
放
映
、

全
国
連
携
情
報
誌
「
港
か
ら
」
特
別
号
の
発

行
、
区
有
施
設
等
を
活
用
し
た
物
販
の
実
施

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

 「
鉄
道
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
全
国
各
地
域
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化

5
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